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〈
作
成
・
和
田
喜
夫
〉  

１
９
６
０ 

年(

昭
和
３
５
年) 

・
４
月 

演
出
者
の
地
位
向
上
、
相
互
交
流
、
演
劇
事
業
の
実
施

を
目
的
と
し
て
創
立
す
る
。  

初
代
理
事
長
に 

村
山
知
義
、 

副
理
事
長
に 

千
田
是
也
、
戌
井
市
郎
。 

事
務
局
長
に 

松
尾
哲
次 

を
選
出
。 

※
後
に
事
務
局
長
は 

木
村
光
一
に
交
代
。 

そ
の
後
一
時
的
に
休
止
状
態
に
な
る
。 

      

１
９
７
４ 

年(

昭
和
４
９
年)  

・
３
月
：
日
本
演
出
者
協
会
再
発
足
総
会
を
開
く
。 

・
理
事
長
・
村
山
知
義
、 

事
務
局
長
を
西
木
一
夫
。 

(

東
京
小
劇
場
に
事
務
局
を
置
く)  

・
６
月
：
会
報
第
一
号
発
行
す
る
。  

・
９
月
：
日
本
芸
能
実
演
家
団
体
協
議
会
に
加
盟
。  

１
９
７
５ 

年(

昭
和
５
０
年)  

・
「
演
出
契
約
な
ら
び
に
演
出
料
に
つ
い
て
の
規
定
」
を
設
け

る
。  ・

事
務
局
長
に
ふ
じ
た
あ
さ
や
着
任
。  

・
事
務
局
を
新
劇
団
協
議
会
に
移
転
。 

事
務
作
業
を
協
議
会
に
委
託
。  

１
９
７
６ 

年(

昭
和
５
１
年)  

・
八
田
元
夫
副
理
事
長
死
去
。  

１
９
７
７ 

年(

昭
和
５
２
年) 

・
第
２
代
理
事
長
に
千
田
是
也
就
任
。 

副
理
事
長
に
宇
野
重
吉
。 

     

 

・
合
同
演
劇
講
座
ス
タ
ー
ト  

１
９
７
８ 

年(

昭
和
５
３
年) 

・
千
田
是
也
を
学
長
に
「
夏
の
演
劇
大
学
」
ス
タ
ー
ト
す
る
。 

 

（
長
野
県
清
里
・
清
泉
寮
） 

１
９
８
２ 

年(

昭
和
５
７
年) 

・
関
西
支
部
発
足
。 

１
９
８
４ 

年(

昭
和
５
９
年)  

・
演
劇
大
学
を
仙
台
で
開
催 

特
別
ゲ
ス
ト
：
岡
田
嘉
子 

１
９
８
６ 

年(

昭
和
６
１
年)  

・
友
好
訪
中
団
を
組
織 

香
港
・
広
州
・
上
海
・
北
京
を
訪
問
。  

１
９
８
７ 

年(

昭
和
６
２
年)  

・「
夏
の
演
劇
大
学
」
“
劇
体
験
・
清
里
の
夏 

”
開
催
。 

(

清
里
清
泉
寮) 

 

・
副
理
事
長
：
田
中
千
禾
夫
、
飯
澤
匡 

１
９
８
８ 
年 (

昭
和
６
３
年)  

・
初
め
て
選
挙
に
よ
る
役
員
選
出
を
行
う
。  

・
千
田
是
也 
理
事
長 

を
選
出
。 

事
務
局
長
ふ
じ
た
あ
さ
や
は
継
続 

※
ア
ン
グ
ラ
の
演
劇
人
に
も 

入
会
し
て
も
ら
う
方
針
と
な
る
。 

     

※
６
月
に
国
際
交
流
基
金
の
『
大
韓
民
国
演
劇
専
門
家
グ
ル
ー

プ
招
聘
計
画
』
に
よ
り
韓
国
の
演
劇
人
が
来
日
。
劇
団
サ
ヌ

リ
ム
・
林
英
雄(

イ
ム
・
ヨ
ン
ウ
ン)

が
団
長 

許
榮
吉(

ホ
・

ヨ
ン
ギ
ル)

、
李
炳
勲(

イ
・
ビ
ョ
ン
フ
ン)

、
劇
団

7
6

代
表

奇
國
叙(

キ
・
グ
ク
ソ)

、
朴
炳
棹(

パ
ク
・
ビ
ョ
ン
ド)

、
洪

賛
植(

ホ
ン
・
チ
ャ
ン
シ
ク)

、IT
I

韓
国
本
部(

代
表
：
金
義

卿(

キ
ム
・
ウ
ィ
ギ
ョ
ン)

な
ど
１
０
名
が
来
日
し
交
流
が
始

ま
る
。 

※
日
本
演
出
者
協
会
か
ら
は
、
瓜
生
正
美
、
ふ
じ
た
あ
さ
や
、

中
村
哮
夫
、
関
矢
幸
雄
、
ほ
か
参
加 

１
９
９
０ 

年(

平
成
２
年)  

・
ア
ン
グ
ラ
の
演
出
家
と
し
て
流
山
児
祥
が
入
会
。 

※
ア
ン
グ
ラ
、
小
劇
場
の
演
出
家
が
入
会
を
始
め
る
。 

新
劇
と
ア
ン
グ
ラ
の
確
執
は
し
ば
ら
く
続
く
。 

村山知義 

プロフィール 

プロフィール 

千田是也 

https://www.jda.jp/archive/image/kyokai_murayama
https://www.jda.jp/archive/image/kyokai_senda


 
１
９
９
２ 

年(

平
成
４
年)   

・
「
演
劇
人
国
際
交
流

92

日
韓
演
出
家
会
議
」
を
開
催
。 

(

東
京
芸
術
劇
場
） 

 

韓
国
と
の
交
流
の
第
一
歩
を
踏
み
出 

す
事
業
と
し
て
韓
国
演
劇
協
会
と
共 

催
し
て
実
現
し
た
。 

〈
実
行
委
員
・
ふ
じ
た
あ
さ
や
、 

貝
山
武
久
、
流
山
児
祥
〉 

※
演
出
家
：
林
英
雄(

イ
ム
・
ヨ
ン 

ウ
ン)

、
呉
泰
錫
（
オ･

テ
ソ
ク
）、 

鄭
鎮
守(

チ
ョ
ン
・
ジ
ン
ス)

、
孫 

振
策(

ソ
・
ジ
ン
チ
ェ
ク)

、
李
潤 

澤(

イ
・
ユ
ン
テ
ク)

。 

評
論
家
：
金
文
煥(

キ
ム
・
ム
ナ
ン)

。 

俳 

優
：
金
星
女(

キ
ム
・
ソ
ン
ニ
ョ)

、
韓
明
求(

ハ
ン
・ 

ミ
ョ
ン
グ)

ほ
か
来
日
。 

観
客
と
し
て
金
亜
羅(

キ
ム
・
ア
ラ)

舞
天
も
来
日
。 

(

助
成
：
文
化
庁
※
助
成
金
額
が
予
定
よ
り
も
低
く 

大
幅
な
赤
字
と
な
る) 

・

11

月
北
京
の
小
劇
場
を
評
論
家
協
会
と
共
に
１
０
名
で
訪
問
。 

 

１
９
９
３ 

年(

平
成
５
年)   

・
千
田
是
也
理
事
長
、
ふ
じ
た
あ
さ
や
副
理
事
長
、 

貝
山
武
久
事
務
局
長
。 

※
事
務
局
次
長
・
流
山
児
祥
、
事
務
局
員
・
坂
手
洋
二 

※
会
員
を
増
や
す
〈
３
０
０
名
と
な
る
〉 

 

１
９
９
４ 

年(

平
成
６
年)   

・
５
月
：「

94

年
春
・
演
出
家
の
集
い
」
開
催
。 

 

会
費
５
千
円
で
実
施
。 

（
シ
ア
タ
ーX

） 

※
こ
れ
が
「
演
出
家
の
集
い
」
の
第
１
回
目
。 

  

     

・
８
月
：「
演
劇
大
学
」
再
開
。 

〈
第
８
回 

松
本
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〉
に
併
せ
て
。 

講
師
：
生
田
萬
、
香
川
良
成
、
中
村
哮
夫
、
原
田
一
樹
、
野
村
耕
介 他 

(

松
本
市
民
会
館
、
あ
が
た
の
森
公
園
講
堂
） 

・「
日
韓
演
劇
人
会
議
」
開
催
。  

・

12

月 

千
田
是
也
の
死
去
に
伴
い
、
任
期
終
了
ま
で 

阿
部
広
次
が
理
事
長
代
行
。 

 

１
９
９
５ 

年 (

平
成
７
年)  

・
１
月
：
阪
神
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
関
西
支
部
会
員
へ
の 

義
捐
金
の
カ
ン
パ
を
募
る
。 

〈
会
員

99

名
よ
り

54

万
３
千
円
が
集
ま
り
関
西
支
部
へ 

送
る
〉 

・
１
月
：
「
日
中
演
劇
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
日
中
演
出
家
会
議
」

開
催
。（
グ
ロ
ー
ブ
座
） 

  
北
京
人
民
芸
術
劇
院
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』(

演
出
：
林
兆
華) 

 

招
聘
上
演 

助
成
・
日
本
芸
術
文
化
振
興
会 

・
ふ
じ
た
あ
さ
や
を
第
３
代
理
事
長
に
選
出
。 

事
務
局
長
・
貝
山
武
久
。 

 

１
９
９
６ 

年(

平
成
８
年)   

・
第
２
回 

「

96

夏
・
演
出
家
の
集
い
」
開
催 

特
別
ゲ
ス
ト
：
三
木
の
り
平 

(

於
：
シ
ア
タ
ー
Ｘ) 

    

・

11

月
：「
日
韓
演
劇
人
会
議
」
開
催
。（
グ
ロ
ー
ブ
座
） 

         

・

12

月
：
愛
知
支
部
発
足 



１
９
９
７ 

年 (

平
成
９
年)  

・
第
４
代
理
事
長
に
戌
井
市
郎
選
出
。 

事
務
局
長
に
和
田
喜
夫
が
着
任
。 

・
会
員
向
け
に
「
告
知
版
」
を
毎
月
出
す
。 

〈
理
事
会
報
告
、
観
劇
案
内
、
エ
ッ
セ
ー
な
ど
〉 

・
「
韓
日
演
劇
人
会
議
」
開
催
。（
ソ
ウ
ル
） 

・
ふ
じ
た
あ
さ
や
提
案
に
よ
り
、
飯
田
市
の
助
成
で
５
年
計
画

の
「
演
劇
大
学

in

飯
田
」
が
始
ま
る
。 

※
こ
れ
が
大
き
な
契
機
と
な
り
、
全
国
か
ら
の
開
催
依
頼
が 

届
き
始
め
、
文
化
庁
に
助
成
申
請
し
、
２
０
０
０
年
よ
り
毎 

年
各
地
で
の
開
催
を
始
め
る
。 

 １
９
９
８ 

年 (

平
成
１
０
年)  

・
「
東
南
ア
ジ
ア
演
劇
研
究
研
修
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催
。 

(

世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク 

シ
ア
タ
ー) 

 

※
東
南
ア
ジ
ア
５
か
国
の
演
出
家
を 

招
聘(

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・ 

タ
イ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
〉 

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
３
か
国
〈
中
国
・
韓
国 

・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
〉
が
自
費
で
参
加 

さ
れ
、
〝 

戦
争 

〟
を
テ
ー
マ
に
議
論 

し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
な
っ
た
。 

群
馬
県
川
場
村
で
合
宿
も
実
施
。 

〈 

助
成
：
文
化
庁
５
０
０
万
円 

〉 

※
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
シ
ア
タ
ー
の
佐
藤
信
芸
術
監
督

が
全
面
協
力
。 

・
協
会
事
務
所
を
新
宿
御
苑
に
移
し
独
立
。 

 

瓜
生
正
美
の
青
年
劇
場
に
近
い
場
所 

と
し
て
「
新
宿
ダ
イ
カ
ン
プ
ラ
ザ
」 

と
い
う
マ
ン
シ
ョ
ン
の

10

帖
の
部 

屋
を
借
り
る
。 

全
国
の
会
員
に
移
転
の
費
用
の
カ
ン 

パ
を
お
願
い
し
た
。 

全
て
の
作
業
を
独
自
で
開
始
す
る
。 

(

事
務
局
員
１
名
と
事
務
局
長
で
作
業
を
行
う) 

 

・
文
化
庁
よ
り
育
成
事
業
の
依
頼
を
受
け
る
〈
流
山
児
副
理
事

長
、
和
田
事
務
局
長
〉 

※
国
際
演
劇
交
流
、
演
劇
大
学
、
若
手
演
出
家
コ
ン
ク
ー
ル
を 

提
案 

 

・「
日
韓
演
劇
人
会
議
」
を
開
催
。(

グ
ロ
ー
ブ
座) 

〈
助
成
：
文
化
庁
〉 

※
協
会
以
外
の
ゲ
ス
ト
に
岸
田
理
生
、
平
田
オ
リ
ザ 

こ
の
年
は
事
務
所
移
転
と
い
う
大
き
な
出
来
事
と
と
も
に
、
二

つ
の
国
際
交
流
事
業
を
推
進
し
た
。
瓜
生
正
美
、
和
田
喜
夫
で 

資
金
繰
り
に
奔
走
す
る
年
と
な
っ
た
。 

 １
９
９
９ 

年 (

平
成
１
１
年)  

・
「
国
際
演
劇
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
始
す
る
。 

カ
ナ
ダ
特
集
が
第
１
回
。
年
間
で

14

企
画
を
実
施
。 

※
文
化
庁
の
芸
術
創
造
基
盤 

整
備
事
業
の
第
１
回
目
と
し
て
開
催
。 

予
算
は
事
務
局
長
が
立
て
替
え
、 

各
事
業
後
に
文
化
庁
か
ら
支
払
わ
れ 

る
形
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。 

 

 
 

  

  

※
初
代
の
国
際
部
部
長
は
貝
山
武
久
が
務
め
る
。 

・「
韓
日
演
劇
人
会
議
」
開
催
。（
ソ
ウ
ル
大
学
路
花
樹
会
館
）  

※
こ
の
会
議
に
お
い
て
日
韓
演
劇
交
流
を
拡
大
す
る
た
め
に 

両
国
の
複
数
の
演
劇
関
係
団
体
に
よ
る
交
流
を
和
田
喜
夫
が

提
案
。 

日
本
側
で
は
７
団
体
に
よ
る
《
日
韓
演
劇
交
流
セ
ン
タ
ー
》

が
生
ま
れ
る
。(

こ
の
会
議
は
支
部
と
理
事
か
ら
選
ば
れ
た

メ
ン
バ
ー
が
渡
航
費
を
自
己
負
担
で
参
加
し
て
い
た) 

・
事
務
局
員
に
吉
村
八
月
。 

 ２
０
０
０ 

年(

平
成
１
２
年)   

・「
日
韓
演
劇
人
会
議 

」
開
催
。 

・「
国
際
演
劇
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」
９
か
国
の
開
催
。 

 ２
０
０
１ 

年 (

平
成
１
３
年)  

・
第
５
代
理
事
長
に
瓜
生
正
美
を
選
出
。 

 

事
務
局
長
・
和
田
喜
夫 

・
「
若
手
演
出
家
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
始
す
る
。 

(

下
北
沢
「
劇
」
小
劇
場) 

※
流
山
児
副
理
事
長
が
本
多
劇
場
と
交
渉
し
て
実
現
。 

・「
演
劇
大
学
」
２
都
市
開
催 

｢

国
際
演
劇
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」
６
か
国
の
開
催 

 

カナダ特集(明治学院) 



２
０
０
２ 

年 (

平
成
１
４
年)  

・
「
日
韓
演
劇
人
会
議
」
開
催
。  

・
日
韓
演
劇
交
流
セ
ン
タ
ー
と
韓
日
演
劇
交
流
協
議
会
の
交
流 

開
始
。(
杉
並
会
館) 

・
「
演
劇
大
学
」
、「
国
際
演
劇
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」
、「
若
手
演
出
家 

コ
ン
ク
ー
ル
」
実
施
。 

 ２
０
０
３ 

年 (

平
成
１
５
年)  

・
第
６
代
理
事
長
に
福
田
善
之
を
選
出
。 

事
務
局
長
・
和
田
喜
夫  

・
「
演
劇
大
学
」、「
国
際
演
劇
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」
、「
若
手
演
出
家 

コ
ン
ク
ー
ル
」
実
施
。 

・
『
演
出
家
の
仕
事

60

年
代
・
ア
ン
グ
ラ
・
演
劇
革
命
』
出
版
。 

    
 ２

０
０
４ 

年 (

平
成
１
６
年)  

・
「
演
劇
大
学
」
、「
国
際
演
劇
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」
、「
若
手
演
出
家 

コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
。 

 ２
０
０
５ 

年(

平
成
１
７
年)    

・
優
秀
指
導
者
特
別
指
導
事
業
を
実
施 

(

講
師
：
ロ
ジ
ャ
ー
・ 

リ
ー
ズ) 

青
井
陽
治
が
企
画  

・
協
会
事
務
所
を
芸
能
花
伝
舎
に
移
す
。
事
務
局
員
に
斉
藤
由
夏
。 

・
「
演
劇
大
学
」
、「
国
際
演
劇
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」
、「
若
手
演
出
家 

コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
。 

 ２
０
０
６ 

年 (

平
成
１
８
年)  

・
優
秀
指
導
者
特
別
指
導
事
業
を
実
施 

(

講
師
：
セ
ル
ゲ
イ
・

チ
ェ
ル
カ
フ
ス
キ
ー) 

・
「
演
劇
大
学
」
、「
国
際
演
劇
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」
、「
若
手
演
出
家 

コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
。 

 ２
０
０
７ 

年 (

平
成
１
９
年)  

・
第
７
代
理
事
長
に
和
田
喜
夫
を
選
出
。 

事
務
局
長
に
大
西
一
郎
が
着
任
。  

・
「
演
劇
大
学
」
、
「
国
際
演
劇
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」
、
「
若
手
演
出
家

コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
。 

・
『
演
出
家
の
仕
事 

戦
後
新
劇
』『
海
外
戯
曲
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
Ⅰ
』 

出
版
。 

  

 

２
０
０
８ 

年 
(

平
成
２
０
年)  

・
「
演
劇
大
学
」
、
「
国
際
演
劇
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」
、
「
若
手
演
出
家

コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
。 

・
『
海
外
戯
曲
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
Ⅱ
』
出
版
。 

  

・
協
会
誌
『
Ｄ
』
を
創
刊
す
る
。 

広
報
部
部
長
の
篠
崎
光
正
の
提
案
で
、
千
田
是
也
の
筆
に
よ
る

「
Ｄ
」
を
ロ
ゴ
と
し
て
使
う
。 

    

２
０
０
９ 

年 (

平
成
２
１
年)  

・
６
月 

１
～
３
０
日 

 

第
１
回
《
日
韓
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
》
開
催
。 

池
袋
あ
う
る
す
ぽ
っ
と
で
１
か
月
。 

 
 

※
韓
国
演
劇
演
出
家
協
会
と
の
共
催
。 

平
成
２
１
年
度
文
化
庁
国
際
芸
術
交
流
支
援
事
業
〈
国
際
共
同
〉 

「
日
本
・
韓
国
・
在
日
」
の
３
者
の
交
流
を
協
会
の
基
本
方
針 

と
す
る
。
劇
評
家
・
大
笹
吉
雄
氏
、
及
び
副
理
事
長
・
宮
田
慶 

子
と
豊
島
区
と
の
繋
が
り
で
、
あ
う
る
す
ぽ
っ
と
で
実
現
し
た
。 

１
か
月
の
開
催
で
、
の
べ
７
千
人
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。 

       

 

・
９
月 

１
９
～
２
２
日 

『
演
劇
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ

in

中
津
川
』
を
始
め
る
。 

全
国
の
会
員
を
誘
う
。 

 
 

※
伝
統
と
現
代
、
社
会
と
繋
が
る
国
際
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ 

ル
を
目
標
と
し
て
、
中
津
川
教
育
委
員
会
と
連
携
し
、 

５
年
計
画
で
始
め
た
。 

     



・
「
演
劇
大
学
」
、
「
国
際
演
劇
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」
、
「
若
手
演
出
家

コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
。 

・
〝 

ア
ジ
ア
演
劇
祭

in

上
海 

〟
参
加(

関
西
ブ
ロ
ッ
ク) 

・
『
演
出
家
の
仕
事 

八
十
年
代
・
小
劇
場
演
劇
の
展
開
』
出
版 

『
海
外
戯
曲
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
Ⅲ
』
出
版  

    
 ２

０
１
０ 

年(

平
成
２
２
年)   

・
「
日
本
の
近
代
戯
曲
研
修
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
始
す
る
。 

・
「
演
劇
大
学
」
、
「
国
際
演
劇
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」
、
「
若
手
演
出
家

コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
。  

 ２
０
１
１ 

年 (

平
成
２
３
年)  

・
６
月 

東
日
本
大
震
災
の
支
援
事
業
と
し
て
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
。 

 

※
笹
塚
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
と
の
共
催
で
実
施
。 

朗
読
劇
『
物
理
学
者
た
ち
』、 

非
戦
を
選
ぶ
演
劇
人
の
会
有
志 

に
よ
る
『
そ
れ
ゆ
け
安
全
マ
ン

！？

 

レ
ン
ト
ゲ
ン
・
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
・ 

フ
ク
シ
マ
』
な
ど 

 
 

※
７
月
、
８
月
に
も
実
施
。
毎
回
、
東
北
の
演
劇
人
を
招
聘 

し
、
報
道
さ
れ
な
い
報
告
を
お
願
い
す
る
。 

・
「
演
劇
大
学
」
、「
国
際
演
劇
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」
、「
若
手
演
出
家

コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
。 

・
９
月 

第
２
回 

演
劇C

A
M

P
in

 

中
津
川
を
開
催 

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
宮
城
県
の 

S
E

N
D

A
I

座
『
十
二
人
の
怒
れ
る
男
』 

を
常
盤
座
で
招
聘
公
演 

        

★
こ
の
年
は
協
会
設
立

50

周
年
記
念
事
業
と
し
て
「
演
出
者
の
集
い
」

を
本
多
劇
場
で
企
画
し
た
が
、
震
災
の
た
め
直
前
で
中
止
と
し
た
。 

 

２
０
１
２
年(

平
成
２
４
年)  

・
１
月
、
２
月 

第
２
回
《
日
韓
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
》
を 

東
京
・
大
阪
・
福
岡
で
開
催
。 

 

※
『
ト
ン
マ
ッ
コ
ル
へ
よ
う
こ
そ
』 

を
３
都
市
で
公
演
。 

各
会
場
で
独
自
の
内
容
を
企
画
。 

    

大
阪
の
在
日
の
劇
団
、
劇
団
タ
ル
オ
ル
ム
が
済
州
島
よ
り 

マ
ダ
ン
劇
団
ノ
リ
ペ
ハ
ル
ラ
サ
ン
を
招
聘
。 

・
３
月 

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

vol.

５
を
実
施
す
る
。 

〈

10

、

11

日
・
笹
塚
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
〉 

 

〈
あ
さ
か
開
成
高
校
、
相
馬
高
校
、
新
宿
高
校
を
招
聘
し 

 
 

公
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実
施
。〉 

・「
演
劇
大
学
」
、「
国
際
演
劇
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」
、「
若
手
演
出
家 

コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
。 

・
演
出
家
の
仕
事
④
『
海
を
越
え
た
演
出
家
た
ち
』
出
版
。 

ふ
じ
た
あ
さ
や
、
村
井
健
、
佐
々
木
治
己 

    

・

１０

月 

演
劇C

A
M

P
in

中
津
川
を
開
催 

 

   

２
０
１
３
年(

平
成
２
５
年)  

・
６
月
よ
り
一
般
社
団
法
人
と
な
る
。 

・
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

vol.

６
を
開
催
。 

・
「
演
劇
大
学
」
、
「
国
際
演
劇
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」
、
「
若
手
演
出

家
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
。 

・
演
劇
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ

in

中
津
川
の
最
終
回
５
年
目
を
開
催
。 

      



２
０
１
４
年(

平
成
２
６
年)  

・
日
韓
演
劇
作
品
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

 

〝 
演
劇
で
つ
な
が
ろ
う  

〟
を
開
始
す
る
。 

 
 

※
ソ
ウ
ル
演
劇
協
会
の
最
優
秀
若
手
演
出
家
と
日
本
演
出
者 

協
会
の
最
優
秀
賞
演
出
家
が
東
京
と
ソ
ウ
ル
で
公
演
を
行

い
、
若
手
の
海
外
公
演
を
推
進
す
る
企
画
。
韓
国
は
朴
章

烈(

パ
ク
・
チ
ャ
ン
ニ
ョ
ル)

会
長
が
牽
引
す
る
。 

〝 

演
劇
で
つ
な
が
ろ
う 
〟
の
名
称
は
事
務
局
・
斎
藤
由

夏
の
提
案
に
よ
る
。 

 

３
月 

韓
国
：
劇
団
可
変(

カ
ビ
ョ
ン) 

『
無
惨
な
メ
デ
ィ
ア
の
詩 

  

５
月 

日
本
：
劇
団
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ
ー
キ 

『
親
愛
な
る
総
統
』 

 
 

〈
助
成
：
マ
ル
ハ
ン
〉 

・
８
月 

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

vol.

７
を
実
施
す
る 

仙
台
の
劇
作
家
、
故
・
石
川
裕
人
が
震
災
後
に
書
い
た 

『
方
丈
の
海
』
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
上
演
を
行
う
。 

(

於
：
芸
能
花
伝
舎) 

・
「
演
劇
大
学
」
、
「
国
際
演
劇
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」
、「
若
手
演
出
家

コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
。 

 ２
０
１
５
年(

平
成
２
７
年)  

・
４
月 

日
韓
演
劇
作
品
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

〝 

演
劇
で
つ
な
が
ろ
う 

〟 

第
２
回
を
実
施
。 

 
 

 

４
月 

韓
国
：
劇
団
昌
世(

チ
ャ
ン
セ) 

『
ソ
レ
モ
ク
』 

 

４
月 

日
本
：C

H
A

iro
iP

L
IN

 

『F
R

IE
N

D

～
踊
る
戯
曲
』 

 

〈
東
京
と
韓
国
で
上
演
〉 

〈
助
成
：
国
際
交
流
基
金
ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
〉 

・
ソ
ウ
ル
演
劇
協
会
と
交
流
の
締
結
を
、
ソ
ウ
ル
演
劇
祭
に 

お
い
て
行
う
。 

  

・
事
務
局
長
を
大
西
一
郎
、
小
林
七
緒
の
２
人
体
制
と
す
る
。 

 

副
理
事
長
：
宮
田
慶
子
、
流
山
児
祥 

常
務
理
事
：
西
沢
栄
治
、
日
澤
雄
介
、
大
西
一
郎
、
小
林
七
緒 

・
「
演
劇
大
学
」
、
「
国
際
演
劇
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」
、
「
若
手
演
出
家

コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
。 

 ２
０
１
６
年(

平
成
２
８
年)  

・
３
月
、
５
月 

日
韓
演
劇
作
品
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

 

〝 

演
劇
で
つ
な
が
ろ
う 

〟 

第
３
回
実
施 

 ３
月 

韓
国
：
バ
バ
サ
ー
カ
ス 

『
煉
獄
』 

 

５
月 

日
本
：
弦
巻
楽
団 

『
四
月
に
な
れ
ば 

彼
は
彼
女
は
』 

 

 
 

 
※
国
際
交
流
基
金
ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
の
助
成
が
こ
こ
で
中
断
し
、 

こ
の
企
画
も
中
断
し
て
い
る
。 

・
９
月 「

ア
ジ
ア
青
空
劇
場
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0

1
6

 in
 

K
u

ru
m

e

」 

開
催
。(

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
企
画) 

・

12

月
「
演
出
者
の
集
い
」
を
開
催
。 

(

座
・
高
円
寺
２) 

 
 

※
２
０
１
１
年
に
中
止
し
た 

５
０
周
年
記
念
を
５
５
周
年 

記
念
と
し
て
実
施
し
た
。 

     

・
「
演
劇
大
学
」
、
「
国
際
演
劇
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」
、
「
若
手
演
出
家

コ
ン
ク
ー
ル
」「
日
本
の
近
代
戯
曲
研
修
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
。 

・
事
務
局
員 

斎
藤
由
夏
さ
ん
、
退
職
。 

 ２
０
１
７
年(

平
成
２
９
年)  

・
第
８
代
理
事
長
に
流
山
児
祥
を
選
出
。
事
務
局
長
は
和
田
喜
夫
。 

・
演
劇
セ
ン
タ
ー
部
を
創
る
。
演
劇
セ
ン
タ
ー
構
想
を
日
本
劇
団

協
議
会
、
日
本
劇
作
家
協
会
と
再
検
討 

※
情
報
、
ア
ー
カ
イ
ブ
、
演
劇
を
取
り
巻
く
環
境
を
整
備
す
目
標
。 

・
日
本
の
近
代
戯
曲
研
修
セ
ミ
ナ
ー
を 

「
日
本
の
戯
曲
研
修
セ
ミ
ナ
ー
」
と
す
る
。 

 



・
「
演
劇
大
学
」
、「
国
際
演
劇
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」
、「
若
手
演
出
家

コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
。 

 ２
０
１
８
年(
平
成
３
０
年)  

 

・
２
月 

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

vol.

８ 

『
あ
の
日
、
私
た
ち
は
小
学
生
で
し
た
』
開
催
。 

 
 

※
福
島
の
高
校
生
に
よ
る
公
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実
施 

・
新
た
に
社
会
包
摂
部
を
起
ち
上
げ
る
。 

 
 

※
社
会
的
役
割
を
推
進
す
る
た
め
に
全
国
の
会
員
に 

ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
て
始
め
た
。 

・
教
育
出
版
部
で
『
演
劇
入
門
』
の
話
し
合
い
を
始
め
る
。 

・
協
会
員
向
け
Ｄ
Ｍ
で
「
言
葉
の
広
場
」
を
始
め
る
。 

・
「
演
劇
大
学
」
、「
国
際
演
劇
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」
、「
若
手
演
出
家

コ
ン
ク
ー
ル
」
、「
日
本
の
戯
曲
研
修
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
。 

(

演
劇
大
学
４
都
市
開
催 

山
形
、
函
館
、
出
雲
、
大
阪) 

 ２
０
１
９
年(

平
成
３
１
年
・
令
和
元
年)  

 

・
３
月 

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

vol.

９ 

『3
.1

1

を
風
化
さ
せ
な
い
』 

実
施 

・
８
月 

流
山
児
祥
を
理
事
長
と
し
て
再
選
。
和
田
喜
夫
が
事
務
局 

長
を
継
続
。 

   

※ 

副
事
務
局
長
に
柏
木
俊
彦
、
大
西
一
郎
が
着
任
。 

・
愛
知
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
へ
の
文
化
庁
の
助
成
金
取
り
下
げ
に 

抗
議
声
明
文
を
出
す
。 

・
「
演
劇
大
学
」
、
「
国
際
演
劇
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」
、
「
若
手
演
出
家

コ
ン
ク
ー
ル
」
、「
日
本
の
戯
曲
研
修
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
。 

 ２
０
２
０
年(

令
和
２
年)  

 

・
社
会
包
摂
部
の
事
業
が
文
化
庁
に
採
択
さ
れ
る
。 

『
社
会
と
知
的
障
が
い
者
施
設
を
演
劇
で
つ
な
ぎ 

地
域
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
つ
く
る
事
業
』 

・
３
月
「
若
手
演
出
家
コ
ン
ク
ー
ル
最
終
審
査
会
」
を 

無
観
客
上
演
・
審
査
と
し
た
。 

・
４
月 

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
フ
ァ
ミ
リ
ー
ツ
リ
ー
』

延
期
。 

・
４
月 

東
京
で
の
自
主
事
業
『
演
出
の
コ
ツ
と
ツ
ボ
』
延
期
。 

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
拡
大
へ
の
対
策
と
し
て
、
理
事

会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
行
う
こ
と
と
し
た
。 

・
５
月
『
演
劇
緊
急
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
と
『W

e
 

n
e

e
d

 

c
u

ltu
re

』
と
「
文
化
芸
術
復
興
基
金
」
を
要
請
す
る
。
補
正
予
算

と
し
て
５
０
０
億
円
の
継
続
支
援
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。
※
「
文

化
芸
術
活
動
の
継
続
支
援
事
業
（
１
次
～
３
次
）
」
申
請
希
望
者
の

身
元
確
認
と
し
て
「
確
認
番
号
」
の
発
行
を
委
託
さ
れ
る
。 

 ・
10
月
政
府
に
よ
る
「
日
本
学
術
会
議
」
人
事
に
つ
い
て
経
緯
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
声
明
へ
賛
同
。 

・
「
演
劇
大
学
」
、
「
国
際
演
劇
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」
、
「
若
手
演
出
家

コ
ン
ク
ー
ル
」
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
講
じ

な
が
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど
で
実
施
。 

 ２
０
２
１
年(

令
和
３
年) 

・
２
月 

E
P

A
D

の
委
託
に
よ
る
Ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
講
座
「
舞
台
芸
術 

ス
タ
ッ
フ
の
仕
事
」
を
教
育
出
版
部
が
作
成
。 

無
料
公
開
す
る
。 

・
８
月 

総
会
で
流
山
児
祥
を
理
事
長
に
再
選
。 

副
理
事
長
に
シ
ラ
イ
ケ
イ
タ
、
宮
田
慶
子 

常
務
理
事
に
、
鵜
山
仁
、
大
西
一
郎
、
小
林
七
緒
、
西
沢
栄

治
、
日
澤
雄
介
、
わ
か
ぎ
ゑ
ふ 

事
務
局
長
に
和
田
喜
夫 

副
事
務
局
長
に
柏
木
俊
彦
、
秋
葉

舞
滝
子
の
２
人
体
制
と
す
る
。 

・
９
月 

A
F

F

の
助
成
を
得
て
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
３
期
に
渡
り
実
施
。 

—
 1

0

年
／
今
、
こ
の
地
に
生
き
る―

 

 

〈
１
期
〉
８
月

28

日(
土)

、

29

日(

日) 

エ
ル
・
パ
ー
ク
仙
台 

 
 

 
 

『
フ
ァ
ミ
リ
ー
ツ
リ
ー
』 

『 

み
ん
な
こ
こ
に
居
れ
ば
い
い 

～
あ
の
日
か
ら
の
み
ち
の
く
怪
談
～ 

』 

 

〈
２
期
〉

11

月
５
日(

金)

、
６
日(

土)

、
７
日(
日) 

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク 

 
 

 
 

 
―

福
島
特
集 ―

 

福
島
産
演
劇×

ト
ー
キ
ョ
ー
産
演
劇 

×

写
真×

ク
ロ
ス
ト
ー
ク 

《
フ
ク
シ
マ
を
通
し
て
見
る
今
と
未
来
》 

中
筋
純 

写
真
展
示
「
流
転
」 

『
オ
キ
ュ
パ
イ
ド
フ
ク
シ
マ
』 

風
煉
ダ
ン
ス
朗
読
劇
＆
ミ
ニ
ラ
イ
ブ 

ク
ロ
ス
ト
ー
ク
１
、
２ 

 

〈
３
期
〉

12

月

17

日(

金)

、

18

日(

土)

、

19

日(

日) 

せ
ん
だ
い
演
劇
工
房

１０

―
B

O
X

 

 
 

 
 

 

東
北
６
県
の
若
手
の
戯
曲
リ
ー
デ
ィ
ン
グ 

 ・

11

月
『
社
会
と
知
的
障
が
い
者
施
設
を
演
劇
で
つ
な
ぎ
地
域

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
つ
く
る
事
業
』
２
０
２
０
年
に
予

定
し
、
延
期
と
し
た
『
奥
多
摩
し
い
た
け
物
語
』
を
利
用
者

全
員
で
上
演
。 



・

12

月 

オ
ン
ラ
イ
ン
で
「
演
出
者
の
集
い
」
、
「
忘
年
会
」
を

実
施
。 

・
「
演
劇
大
学
」
、
「
国
際
演
劇
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」
、
「
若
手
演
出
家

コ
ン
ク
ー
ル
」
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
講
じ

な
が
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど
で
実
施
。 

 ２
０
２
２
年(

令
和
４
年) 

・
３
月 

ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
対
す
る
反
対
声
明 

 
 

国
際
演
劇
評
論
家
協
会
日
本
セ
ン
タ
ー (A

IC
T

) 

「
ロ
シ
ア
軍

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
際
し
て
」 

へ
の
賛
同
表
明 

・
楽
し
く
つ
な
が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

２
０
２
１ 

『
奥
多
摩
し
い
た
け
物
語
』
小
公
演
映
像
配
信 

・
日
本
の
戯
曲
研
修
部
ア
ー
カ
イ
ブ
をW

e
b

で
無
料
公
開 

・
教
育
出
版
部
に
よ
り
『
は
じ
め
て
の
演
劇
入
門
』 

・
事
務
局
・
上
田
郁
子
さ
ん
が
退
職
。 

  


